
量見込みと確保策の修正について 

 

（９）保育所、ファミリー・サポート・センターにおける一時預かり 

事業   
 

【 量の見込みと確保策 】 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み（Ａ）【修正前】 23,725 23,371 22,810 22,198 22,086 

量の見込み（Ａ）【修正後】 11,599 11,359 11,015 10,696 10,670 

実施箇所数（確保方策） 17 17 17 17 17 

確保策（Ｂ）【修正前】 23,725 23,371 22,810 22,198 22,086 

確保策（Ｂ）【修正後】 11,599 11,359 11,015 10,696 10,670 

差引（Ｂ）-（Ａ） 0 0 0 0 0 

 

※修正理由：定期的な教育保育事業利用者を除いて算出した（３歳児以上）。 

 

 

（11）ファミリー・サポート・センター事業   

 

【 量の見込みと確保策 】 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み（Ａ）【修正前】 1,399 1,365 1,339 1,315 1,277 

 就学前児童 456 448 462 456 433 

 小学生 943 917 877 859 844 

量の見込み（Ａ）【修正後】 468 458 455 447 432 

 就学児 低学年 232 228 235 232 220 

 就学児 高学年 236 230 220 215 212 

確保策（Ｂ）【修正前】 1,399 1,365 1,339 1,315 1,277 

確保策（Ｂ）【修正後】 468 458 455 447 432 

差引（Ｂ）-（Ａ） 0 0 0 0 0 

 

    ※修正理由：「日常的に親族に見てもらえる」と回答した人を除くとともに、高学年の 

     利用意向日数を週１回として算出した。 

資料４ 



（12）妊婦健康診査事業   

 

【 量の見込みと確保策 】 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み【修正前】 380 374 368 361 356 

量の見込み【修正後】 411 406 398 391 385 

確保策（健診回数）【修正前】 5,316 5,242 5,147 5,052 4,980 

確保策（健診回数）【修正後】 5,764 5,684 5,581 5,479 5,400 

実施体制（確保方策） 

実施場所：都内の契約医療機関 

検査項目：体重・血圧測定、尿検査、血液型、貧血、血糖、不規則
抗体、HIV抗体、梅毒・B型肝炎・C型肝炎・風疹、クラミジア抗原、
経膣超音波、 

HTLV-1抗体、B群溶連菌、NST（ノンストレステスト） 

 

※修正理由：対象を出生数として見込んでいたが、これまでも妊娠届数との差異があるこ

とから、妊娠届数／出生数＝出現率（平均）で、令和２年以降の出生見込に乗じて算出

した。健診回数は14回乗じて算出した。 

 


